
 

 

   令和３年７月１９日 

愛  媛  大  学 

独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構四国センター（JICA 四国）委託事業 

⻘⻘年年研研修修「「中中南南⽶⽶アアググリリビビジジネネスス//アアググリリツツーーリリズズムム」」  をを開開催催  

 

つきましては、是非取材くださいますようお願いいたします。（双方向プログラムではスペ

イン語通訳も同席します） 

記 
 

研 修 名：青年研修 「中南米アグリビジネス/アグリツーリズム」 

対 象 国：中南米４ヵ国（コスタリカ、コロンビア、ペルー、メキシコ） 

対 象 者：13 名（各国で農村地域の６次産業化や PR 等を通した地方創生に関わる若手の

行政官・普及員・農協職員・大学教員等） 

研修期間：2021 年７月 26 日（月）～８月 13 日（金）  

※うち、双方向プログラム５日間（別紙参照） 

 

 

 

 
 
 ※送付資料２枚（本紙を含む） 

 
 
 
 
 

 

愛媛大学国際連携推進機構アジア・アフリカ交流センターでは、独立行政法人国際協力機

構四国センター（JICA 四国）の委託を受け、中南米諸国のアグリビジネスに携わる若手行政

官・普及員・農協職員・大学教員等（４か国 13 名）を対象に、青年研修「中南米アグリビジ

ネス/アグリツーリズム」コースのオンライン研修（昨年度に続き２回目）を実施します。 

この研修では、日本や愛媛県の農山漁村において、農業を生業とする人々が主体となった

アグリビジネスの取組を学びます。また、南予地方の共同選果部会やみかん農家、カトラッ

チャ珈琲焙煎所のオンラインフィールド研修を通じて、実践的な取組の理解を深めます。 

日本の取組を学ぶことで、研修員自身が関わる地域の状況を見つめ直し、課題と可能性を

明らかにするとともに、自国への具体的な適用策を考え、実践することで、本研修が各国で

の農業・観光振興に活用されることを期待します。 

本件に関する問い合わせ先 
※なるべくメールでお問い合わせください 
 

愛媛大学国際連携推進機構  島上 宗子 

TEL：089-927-8311 

Mail:shimagami.motoko.gj@ehime-u.ac.jp 

 

JICA 四国センター 業務課  神谷 真衣 

TEL：087-821-8827  

mail:Kamiya.Mai@jica.go.jp 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 



青年研修「中南米アグリビジネス/アグリツーリズム」  

Zoom 双方向プログラムスケジュール 

 
 

 
◎全プログラム Zoom にて実施します。取材をご検討いただける場合は、リンクをお送りしますので、 
必ず事前にご連絡ください。オンラインでの研修員へのインタビューも可能です。 
※日本人の通訳（スペイン語－日本語）が同席いたします。 
 

日時 内容 

7月 27日（火） 22 時～ 2 時間程度 アイスブレーキング・自己紹介 

7月 30日（金） 22 時～ 2 時間程度 講義編のまとめ・Q&A（①SDGs と農山漁村の可能性と

課題、②大きな農業、小さな農業：日本の特徴、③日

本の農産物流通と農協） 

8 月 6 日（金） 22 時～ 2 時間程度 八幡浜オンラインフィールド研修のまとめ、八幡浜関

係者交流、Q&A 

8月 10日（火） 22 時～ 2 時間程度 カトラッチャ珈琲焙煎所オンラインフィールド研修

のまとめ、カトラッチャ珈琲今井代表との質疑応答・

議論・交流 

8月 13日(金) 22 時～ 2 時間程度 オンライン研修のまとめ 

 

(昨年度の同研修 Zoom 双方向プログラムの様子) 


